
国際農林水産業研究成果情報No.9, 2001 (平成13年度） 〔具体的デ ー タ〕

9. 東北タイの天水田稲作地帯における乾田直播栽培の適用性

〔要約〕東北タイ天水田稲作地帯において、 乾田直播栽培の導入が移植労力の 不足と降雨の不安定性
を克服する手段として効果的であり、 移植稲並の収量を得ることができ、 また 不耕起と組み合わせるこ
とによる 一層の省力化が期待できる。
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［背景 ・ ねらい］
東北タイの水田面積は全国の約55%を占め、 国内のコメ生産において大きな役割を果たしている。 し

かし、 その 9割が潅漑できず 降雨に依存する天水田であり、 かつ 低肥沃度砂質土壌における栽培である

ことから生産性が低く、 また年次変動が大きい。 一方では都市への人口集中化による労力不足も深刻化

している。 そ こで、 降雨の不安定性と移植労力の不足を克服する手段として有力な、 乾田直播栽培技術

を確立する。

［成果の内容• 特徴］
1. 東北タイの低地氾濫源に位置するロエット県ツンクラロンハイ地域の過去7年間の稲作付開始時の降

雨量は、 年次変動が著しく大きい。 移植に必要とされる累積降雨量 600mmに達する時期は 5 ~ 8月と

幅広く変動し、 主力品種カオドマリの移植晩限である 8月上旬においても用水が確保できない 年が認

められる（図l)。

2. 同地域において、 1998 ~ 2001年の4年間、 土性が異なる農家圃場12カ所で水稲乾田直播の実証試

験を実施し、 同地域に適合した雑草防除、施肥等の耕種法を明らかにした。気象条件との関係では、乾

田直播した水稲の収量は、 干ばつ年では用水の不便で作付けが遅れた移植稲より高く、 また通常およ

び洪水 年では移植稲とほぼ同等である。 栽培様式としての不耕起と 耕起の差は認められず、 播種法と

しては、 散播はかんばつ 年において個体間競合のために収最が低くなる傾向が認められる（表I)。

3. 乾田直播の方式としては、 特に 不耕起播種が労力節減の面から有望である。 駆動デイスクとドリル

シーダからなる不耕起播種機の試作を行い、 大規模栽培の実証試験を行った結果、 周辺農家水田の移

植稲並み以上の収量を得た（表2, 図2)。

4 以上のことから、東北タイの天水田地帯において 降雨の到来が遅れて移植用水が 不足する年において

は、 水稲の作付けを促進する手段として乾田直播の適用性が高い。

［成果の活用面 ・ 留意点］
l. 乾田直播においては、雑草防除がとくに重要であり、雑草の種類、 土壊水分状態に応じた適切な防除

技術を確立する必要がある。

2. 東北タイの砂質水田土壌は地耐力が高く、また、作溝が容易であることから、不耕起播種機の適用性

が高い。 現地の技術 水準に応じた播種機の開発と普及が期待される。

表1
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（農家圃場12カ所、 平均収量）

栽培様式

乾田直播
不耕起
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播種法
1998 (干ばつ）

条 播 1373 (122) 2700 (104) 2269 ( 89) 
昔女 オ番 1313 (117) 2606 (101) 2550 (100) 
条 播 1463 (130) 2544 ( 98) 2400 ( 94) 
散 播 1250 (Jl l )  2644 (102) 2556 (100) 

移植栽培 1125 (100) 2588 (100) 2544 (LOO) 2350 
注） 乾田直播・ 不耕起：非選択性除草剤処理後播種、 耕起：テ‘ ィスクプラウ 耕整地後播種

散播：手でバラマキ播種、 条播：不耕起播種機による作溝播種、 播種量 70 ~ 80kg/ha 

大規模不耕起直播における水稲収量(2001)

水稲籾収量
1999 (洪水）

圃場No.

2

3

4

面積
(ha) 
3.19 
3.18 
2.96 
3.88 

2.54 

2.75 

不耕起 収饂
(ton/ha) 

(107) 
2.12 ( 96) 
2.13 ( 92) 

(108) 

近隣移植収量
(ton/ha) 

(100) 
(JOO) 
(JOO) 
(100) 

2.37 
2.20 
2.32 
2.57 

注） No.L: スリン県、 No.2, 3: ロエット県
No.4: マハサラカン県

(kg/lOa) 
2�00 (洪水） 2001 

2513 
2500 
2550 
2581 

（通常）

(107) 
(106) 
(109) 
(110) 
(100) 

図 2 不耕起直播の出芽状況 (2001) 
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